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“ジュネーブから今を見る”
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IMFの最新世界経済見通し：世界経済の成長

率は4月時点から据え置き、けん引役に変化

国際通貨基金（IMF）は最新の世界経済見通しを公表、今年と来年の見通しを4月時点の予測と同じ水準に据え置
きましたが、回復のけん引役は米国や、英国から、ユーロ圏、日本、新興国では中国などに依存しています。

2017年7月24日

IMF、世界の成長見通しを据え置くも、けん引役を微調整

今回のWEOの特色は、世界全体の成長率は同水準ながら、
景気のけん引役が変わったことです。けん引の役割が低下、
増加した国・地域の特色は以下の通りです。
成長率見通しが下方修正され、役割が低下したのは主に米
国と英国です。米国は低調だった1-3月期GDP(国内総生産）
成長率を2017年の予想に反映させたというテクニカルな理由
と、大きな理由として財政政策への期待の後退をIMFは指摘
しています（特に2018年の0.4%の下方修正）。
反対に、先進国ではユーロ圏、日本（2017年）などを4月時点
予想に比べ上方修正しています。
ユーロ圏の上方修正の背景を国別で見ると、従来比較的高
水準の成長率を見込んでいたドイツ（2017年は1.8%）やスペ
インの成長率は高水準を維持し、一方、フランス（1.4%→1.5%)
やイタリア（0.8%→1.3%、カッコ内は共に2017年成長見通し、
前回→今回）を上方修正、回復に広がりが見られます。
次に、世界的な需要の回復などを背景にユーロ圏の製造業
購買担当者景気指数（PMI）が高水準で推移している点も見
通し改善の背景とIMFは指摘しています。
また、リスクについて言及している部分を見ると、米国は政策
進展度合いにより、経済成長見通しはプラス、マイナス両サ

グローバル

国際通貨基金（IMF）は2017年7月24日（日本時間）に、最新
の世界経済見通し（WEO）を公表しました。WEOによると、
2017年の世界の成長率は3.5%と、前回4月の見通しと同水
準でした（図表1参照）。ただ2016年の3.2%からは改善を見込
んでいます。2018年は3.6%成長を見込み、IMFは今年と来年
の見通しを4月時点の予測と同じ水準としています（図表2参
照）。ただ、回復のけん引役を見ると、米国や、英国への依
存度が低下する一方、先進国ではユーロ圏、日本、カナダ
への依存を強め、新興国では中国などに依存しています。

どこに注目すべきか：

IMF成長予想、財政政策、PMI、中国成長率

イドに振れるリスクを指摘している一方、ユーロ圏は政治リス
クの後退と市場のセンチメント改善により上方修正のリスク
（？）が指摘されています。
日本は17年年初の消費、輸出、投資等の回復が背景です。
新興国は商品価格の下落傾向を受け、インドや中国など商品
輸入国が成長を確保する一方、商品輸出国の底打ちが明確
になっており、全体に底堅い推移が予想されています。
IMFは中期的なリスクを懸念するも、けん引役を変えながらの
景気回復に、短期的にはバランスの良さを見ているようです。

出所：国際通貨基金（IMF）のデータを使用しピクテ投信投資顧問作成
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図表1：IMFの主な国・地域の2017年経済成長見通し
（時点：2017年4月（左）、2017年7月（右）の2時点比較）

図表2：IMFの主な国・地域の2018年経済成長見通し
（時点：2017年4月（左）、2017年7月（右）の2時点比較）
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